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閉陽地区吾妻将博さん(20歳）
Ⅱ
低
コ
ス
ト
で
高
収
入
を
自
損
す
Ⅲ

‐
１
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１
１
１
１
１
 

将
博
さ
ん
は
開
陽
地
区
で
経
営
面
積

約
百
鯵
に
乳
牛
百
七
卜
頭
を
飼
養
し
、

年
間
出
荷
量
六
百
ノ
を
生
産
す
る
酪
農

専
業
農
家
、
吾
妻
紀
Ｕ
夫
さ
ん
の
後
継

者
で
す
。

将
博
さ
ん
は
、
二
人
兄
弟
の
長
男
で
、

丸
山
小
学
校
、
中
標
津
中
学
校
、
中
標

津
高
校
と
進
み
高
校
卒
業
後
、
家
業
に

'魚、
就
き
、
未
来
の
農
業
を
模
索
し
て
い
ま

す
。農
業
に
興
味
を
侍
っ
た
の
が
中
学
時

代
で
、
家
業
を
手
伝
う
う
ち
、
小
が
好

き
に
な
り
、
自
然
の
小
で
働
け
る
喜
び

を
実
感
し
、
高
校
一
一
一
年
の
夏
に
農
業
を

志
す
決
心
を
し
、
現
在
に
稲
っ
て
い
ま

す
。今
、
酪
農
に
思
う
事
は
、
乳
価
が
下

が
ら
な
い
事
を
願
い
、
低
コ
ス
ト
で
高

収
入
を
目
指
し
、
環
境
整
備
も
、
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
話
す
将
博

さ
ん
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
農
協
青
年
部
に

入
り
、
各
活
動
を
通
し
て
、
部
員
や
谷

'qＰ７Ｌ 

関
係
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

、す。

（
取
材
の
帰
り
際
に
、
両
親
に
思
う

事
は
と
聞
く
と
、
健
康
に
気
を
付
け
て
、

二
人
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
、
長
生
き
し

て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
）

身
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室
管
内
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民
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集
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『
保
証
乳
価
Ⅲ
維
持
』
に
向
け
、

全
力
で
立
ち
向
か
う
こ
と
を
鱸
｜
｜
｜
『
う

illl 
鰐

１
１
１
１
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が
ド
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
飲

川
と
加
工
の
バ
ラ
ン
ス
論
議
が
問
題
と

し
て
上
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
消
費
税
の
増
税
と
不
安
材
料
は

多
い
が
、
据
え
置
き
を
勝
ち
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。

酪
農
家
を
代
表
し
て
、
Ｊ
Ａ
根
室
地

区
青
年
部
協
議
会
の
林
義
和
会
長
が
「
今

後
も
酪
農
を
続
け
て
い
く
に
は
、
不
安

は
多
い
。
個
々
の
酪
農
家
に
祝
点
を
当

て
た
価
格
政
策
を
実
現
し
、
長
期
的
な

展
望
が
持
て
る
よ
う
に
、
頑
張
ろ
う
」

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

夢
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平
成
９
年
度
畜
産
物
価
格
。
関
連
対
策

乳
価
泪
円
岨
銭
の
引
下
げ
で
決
着

〔
酪
農
関
係
〕

｜
、
生
産
、
経
営
対
策

①
生
乳
需
給
安
定
対
策
（
荷
’
億
Ｎ
）

Ⅱ
圃
礒
生
ク
リ
ー
ム
振
興
対
策
の
拡

充
（
三
十
七
億
円
）
。
飲
川
乳
の
余
乳

処
理
の
た
め
能
産
者
刷
体
が
創
設
す

る
と
も
補
償
へ
の
助
成
（
Ⅲ
年
間
Ⅲ

十
億
川
を
一
僻
拠
出
）

②
酪
農
経
営
安
定
対
策
（
行
二
１
几

億
Ⅲ
）
Ⅱ
良
質
な
乍
乳
龍
産
を
推
進

す
る
た
め
の
特
別
対
策
（
聲
胸
明
た
り

芒
Ⅲ
、
Ⅲ
１
八
億
円
）
。
飼
料
碓
躍
請

負
組
織
の
育
成
強
化
（
Ⅲ
憶
川
）
。
病

気
、
事
故
に
よ
る
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の

利
Ⅲ
促
進
（
・
’
一
億
円
）
。

③
家
畜
環
境
保
全
対
策
（
二
１
’
億

Ⅲ
｝
Ⅱ
ふ
ん
尿
処
理
装
満
の
リ
ー
ス

機
器
繋
備
に
助
成
（
十
㎡
億
円
）
。
畜

産
経
営
の
環
境
問
題
で
特
別
指
導
。

｜
｜
、
加
エ
、
流
通
、
消
費
対
策

①
牛
乳
乳
製
品
消
費
拡
大
対
策
（
四

十
三
億
円
）
Ⅱ
ば
つ
酵
乳
な
ど
の
利

川
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
二
億
円
）
谷
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〔
食
肉
関
係
〕

「
生
産
対
策

①
肉
用
牛
生
産
拡
大
対
策
（
二
百
五

十
九
億
円
）
Ⅱ
肉
専
用
種
の
繁
殖
雌

牛
を
増
頭
す
る
経
営
体
に
助
成
三

十
一
億
Ｎ
）
。
日
本
短
角
種
な
ど
地
方

特
定
品
種
の
生
産
流
通
安
定
化
（
三

億
五
千
万
円
）

②
低
コ
ス
ト
生
産
推
進
対
策
（
四
十

二
億
円
）
Ⅱ
乳
用
種
の
ほ
青
育
成
に

助
成
（
ニ
ト
億
円
莞
畜
産
の
建
設
コ

ス
ト
低
減
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
。

③
養
豚
振
興
対
策
（
二
十
九
億
Ⅲ
）

Ⅱ
地
域
養
豚
振
興
基
金
の
十
億
円
積

み
増
し
。
優
良
種
豚
の
改
善
、
普
及

〈
四
億
円
）

④
家
畜
防
疫
緊
急
対
策
（
二
億
Ⅲ
）

Ⅱ
海
外
悪
性
伝
染
病
の
理
解
促
進
と

防
疫
技
術
の
普
及
（
’
億
六
千
〃
円
）

二
経
営
対
策

①
畜
産
経
営
安
定
対
策
（
百
億
Ⅲ
）

Ⅱ
地
域
肉
豚
生
産
安
定
基
金
の
発
動

基
準
価
格
（
四
百
円
）
を
維
持
。

三
、
加
工
、
流
通
、
消
費
対
策

（
八
十
五
億
円
）
Ⅱ
食
肉
流
通
施
設

の
衛
堆
向
上
と
再
編
整
備
（
六
ト
ー

億
円
）
。
食
肉
需
要
回
復
対
策
（
五
億

円
で

開
催
日
時
平
成
九
牛
二
Ⅱ
二
’
九
日

開
催
場
所
Ｉ
標
津
川
農
協
巾
会
議
室

〈
審
議
事
項
〉

｜
、
平
成
八
年
度
収
支
決
算
見
込
と
職

員
の
期
末
手
洲
に
つ
い
て

二
、
役
員
報
酬
審
議
会
の
答
巾
に
つ
い

一
」

二
、
平
成
九
年
度
収
支
予
算
計
向
〈
案
）

に
つ
い
て

四
、
平
成
九
年
度
各
部
事
業
計
両
骨
了

（
案
）
に
つ
い
て

五
、
農
業
信
用
基
金
協
会
の
出
資
増
Ⅱ

に
つ
い
て

六
、
電
算
第
二
次
シ
ス
テ
ム
対
応
プ
リ

ン
タ
の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

七
、
農
林
漁
業
資
金
の
借
換
に
つ
い
て

八
、
管
内
三
農
協
に
お
け
る
農
業
機
械
・

部
品
の
今
後
の
取
扱
方
策
に
つ
い
て

几
、
購
買
部
各
種
リ
ー
ス
契
約
の
更
新

に
つ
い
て

膣
筐
筐の
隆
但

第
十
七
回
理
事
会

`戸

十
、
ス
ラ
リ
ー
料
金
の
設
定
に
つ
い
て

十
一
、
平
成
九
年
度
で
ん
粉
工
場
固
定

資
産
の
取
得
に
つ
い
て

十
二
、
ジ
ャ
ガ
ィ
モ
シ
ス
ト
線
虫
対
策

と
緑
肥
対
策
に
つ
い
て

十
三
、
肉
牛
セ
ン
タ
ー
間
定
資
産
の
取

得
に
つ
い
て

卜
阿
、
各
種
資
金
の
借
入
Ⅲ
込
み
に
つ

い
て

十
価
、
乳
用
小
生
産
動
向
緊
急
調
査
事

業
の
実
施
に
つ
い
て

卜
六
、
肉
川
牛
貸
付
事
業
に
つ
い
て

十
七
、
㈲
牧
舎
の
乳
製
敞
製
造
中
止
に

伴
う
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

十
八
、
贈
与
税
納
税
猶
予
に
係
わ
る
債

務
保
証
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

『
で
ん
粉
工
場
再
編
曠
備
計
両
と
再

編
整
備
検
討
機
関
の
設
置
に
つ
い
て

二
、
営
農
相
談
の
取
組
に
つ
い
て

二
、
資
産
評
価
耀
準
の
組
合
員
周
知
に

つ
い
て

四
・
授
精
卵
移
植
借
腹
の
取
扱
に
つ
い

て

五
、
畜
産
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
促
進
事
業

に
つ
い
て

｣F￣ 

〈
協
議
事
項
〉

『
乳
質
改
善
及
び
乳
質
乳
Ⅲ
に
つ
い

て

一
、
乳
価
運
動
の
情
勢
報
肥
口
に
つ
い
て

一
一
一
、
道
営
卓
地
整
備
改
良
事
業
の
精
算

に
つ
い
て

四
、
腱
業
所
得
税
申
告
状
況
に
つ
い
て

預
、
乳
牛
頭
数
調
査
結
果
に
つ
い
て

人
、
離
農
者
の
負
債
精
算
状
況
に
つ
い

て

七
、
ホ
ク
レ
ン
所
有
地
の
取
得
申
請
に

つ
い
て

八
、
な
か
し
く
つ
フ
ー
ズ
の
清
算
結
了

報
告
及
び
農
協
の
財
務
処
邸
に
つ
い
て

几
、
Ａ
コ
ー
プ
建
設
予
定
地
の
集
績
に

つ
い
て

卜
、
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

‘ 



溌
黙い

く
つ
か
の
ポ
ー
ズ
が
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
カ
ワ
イ
く
決
め
て
く
れ
ま
す
。

「
笑
っ
て
ノ
・
」
と
声
を
か
け
る
と
、
恩

い
つ
き
り
笑
顔
を
作
っ
て
く
れ
る
様
子

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
カ
ワ
ィ
イ
笑
顔

で
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
く
れ
る
の
は
、
佐

々
木
大
輔
さ
ん
宅
の
長
男
・
恵
大
く
ん
。

「

に
．
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
大
笑
い
。

「
カ
メ
ラ
が
大
好
き
な
の
」
と
一
一
一
一
口
う
お

職
さ
ん
の
由
紀
さ
ん
の
一
一
一
一
円
鍵
に
思
わ
ず

納
得
で
す
。

１ 

A 

戸

Ｐ『～＿￣

佐々木大輔･由紀さんご夫妻
ｌ７ＬＬｆＬ 

長↓Ｈ意大〈ん(]歳8カ月）
唇五戸俵補 ＝亀=胃

最
近
は
、
少
し
ず
つ
一
言
葉
も
覚
え
は

じ
め
て
、
パ
．
（
、
マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、
仏

々
な
単
語
を
Ⅱ
に
す
る
よ
う
に
な
り
、

に
ぎ
や
か
さ
も
増
し
て
い
る
よ
う
。

お
父
さ
ん
が
、
化
事
，
中
に
乗
せ
て
く

れ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
指
さ
し
て
「
タ
ー
、

タ
ー
、
」
と
教
え
て
く
れ
た
り
、
火
好
物

な
イ
チ
ゴ
が
の
っ
て
い
る
絵
本
を
も
っ

て
き
て
、
ち
ゃ
ん
と
兄
せ
て
く
れ
た
り
、

上
機
嫌
で
お
相
平
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
、
お
り
こ
う
ざ
ん
を
半
面
、

オ
フ
ロ
に
入
り
た
く
な
い
あ
ま
り
に
、

眠
く
な
い
の
に
「
ね
ん
ね
」
と
言
っ
て

お
ち
や
め
な
ウ
ソ
な
ど
も
つ
く
事
を
党

p、

え
た
と
い
う
恵
大
く
ん
。

カ
ワ
ィ
ィ
灰
抗
に
、
お
母
さ
ん
も
大

変
で
す
か
、
少
し
ず
つ
成
長
が
う
か
が

え
て
、
な
ん
と
な
く
う
れ
し
そ
う
で
す
。

「
将
来
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
」
と
い
う

大
き
な
夢
を
も
っ
て
成
長
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
お
父
さ
ん
と
、
「
腿
康
で
お

お
ら
か
に
育
っ
て
欲
し
と
と
の
お
母

さ
ん
の
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
受
け
て
、
ス

ク
ス
ク
元
気
に
育
っ
て
ま
す
動

暖
か
い
蒜
を
迎
え
、
人
好
き
な
外
で

遊
ぶ
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
恵
大
く

ん
で
し
た
。

近々､お兄ちゃんになる恵大くんです

／ 
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ヨ
ー
ネ
病
は
法
定
伝
染
病
（
牛
、
山

羊
、
め
ん
羊
）
で
す
。

水
病
に
罹
か
つ
た
牛
山
米
の
ヨ
ー
ネ

繭
は
下
痢
便
中
に
大
量
に
排
壯
さ
れ
、

こ
れ
に
汚
染
さ
れ
た
飼
料
、
飲
水
を
介

し
経
ｕ
的
に
感
染
し
ま
す
。
特
に
哺
育

期
の
子
牛
が
感
染
し
易
く
、
数
年
に
わ

た
り
無
症
状
の
ま
ま
経
過
し
、
妊
娠
、

分
娩
、
飼
養
環
境
の
変
化
な
ど
の
ス
ト

レ
ス
ま
た
、
管
理
失
宜
に
よ
り
個
体

の
抵
抗
〃
が
低
下
し
た
時
に
発
症
し
ま

す
。症
状
は
慢
性
の
下
痢
（
間
欠
的
、
水

様
性
、
泥
状
、
泡
沫
性
〉
が
主
徴
で
す

が
、
乳
量
の
減
少
、
削
痩
、
下
顎
の
浮

腫
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

診
断
方
法
は
、
①
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
法
（
血

清
学
的
検
蒼
）
、
②
糞
便
検
査
（
鏡
検
、

堵
養
）
、
③
ヨ
ー
ー
ー
ン
検
査
（
皮
内
反
応
）

で
す
。
治
療
方
法
は
な
く
、
ヨ
ー
ネ
病

へＪ

●
ヨ
ー
ネ
病
を
防
ぐ
た
め
に

恩
畜
と
診
断
さ
れ
た
家
畜
は
予
防
法
影

適
用
し
て
殺
処
分
し
ま
す
。

予
防
方
法
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
常
の
牛
群
健
康
管
理
、
異
常
牛

（
慢
性
の
下
痢
、
削
痩
、
乳
量
の

減
少
、
下
顎
の
浮
腫
な
ど
）
の
早

期
発
見
、
届
冊

○
定
期
的
な
牛
舎
及
び
施
設
の
清
掃

消
毒
、
踏
込
消
毒
槽
の
設
置
と
消

毒
薬
の
定
期
的
交
換

○
飼
料
、
飲
水
へ
の
糞
便
汚
染
防
止
、

堆
肥
の
熟
成

○
部
外
者
の
牛
舎
内
へ
の
立
入
制
限

○
分
娩
後
、
親
子
の
早
期
分
離
飼
養

（
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
の
利
用
な
ど
）

○
健
康
牛
の
導
入
、
導
入
元
の
不
明

な
牛
は
導
入
し
な
い

根
室
管
内
で
は
昭
和
五
十
五
年
の
初

発
龍
以
来
、
十
九
戸
、
二
百
六
十
七
頭

‐
し
よ
う

の
ヨ
ー
ネ
病
患
畜
の
発
姫
が
あ
り
ま
す
。

発
生
農
場
は
、
清
浄
化
に
向
け
、
定
期

的
に
検
査
を
繰
り
返
し
実
施
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
八
戸
が
検
査
対
象
農
場
で

す
が
、
こ
の
内
、
四
戸
に
つ
い
て
は
、

初
発
よ
り
毎
年
患
畜
の
継
続
発
生
が
あ

り
ま
す
。
水
病
は
ひ
と
た
び
発
能
す
る

と
、
清
浄
化
に
は
長
期
間
の
対
策
が
必

発生状況（平成４年～平成８年）

全｜、全道１１(圭管|ﾉﾘ
戸数頭数戸数｜頭数戸数頭数
８３２]６６３１［5８４１１９ 

平成

４ 

Ｅ
Ｌ
 8２１２２６６５１１４４ 

■
〃
』
‐ Ｍ 

ｌＯ 

３３ 

５８ 

６ 9０２２２１７５］Ｒｌ ４ 
烈和

７ 8５１２５７１５９１１８７ ｆ 

８１１３５１２９７６７１２６６ 

Ⅸ
矼
可

要
と
な
り
、
経
済
的
損
失
は
も
ち
ろ
ん
、

精
神
的
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

最
近
の
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
状
況
は
表

の
と
お
り
で
す
。
平
成
九
年
に
入
っ
て

既
に
管
内
で
、
三
戸
六
煩
の
発
生
が
あ

り
ま
し
た
。

ヨ
ー
ネ
病
の
防
疫
対
策
は
発
生
農
場

を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
加
え
、
平
成
八
年
度
よ
り
、
ヨ
ー

ネ
病
の
発
籠
未
然
防
止
を
目
的
と
し
た

「
ヨ
ー
ネ
病
サ
ー
ベ
イ
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

夕

全｜ｴ’

戸数 頭数 ■写Ⅱ・ｉｆグ

進
一

■P－－－－ 

頭数 ﾉｰ旨：

｡■n 
h石「二 管,ﾉﾘ

頭数
8３ 2】６ [５８ 

8２ 226 1４４ 

9０ 222 １８２ 

8５ 257 1８７ 

.ｑ馬

.LPL" 297 266 



名
称
が
変
更
し
、
部
員
一
人
ひ
と
り
⑰

全
し
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
る
車
券

墹
み
ま
す
」
と
挨
拶
。

心
が
ま
え
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て

及
セ
ン
タ
ー
井
芹
所
長
、
青
年
部
・
山

田
部
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
者
四
十
六
人
で
、
武
佐
の
芥
Ⅱ

さ
ん
、
共
成
の
桜
井
さ
ん
が
議
長
に
選

川
さ
れ
、
議
案
が
進
行
さ
れ
、
平
成
八

年
度
事
業
報
告
、
平
成
九
年
度
事
業
計

画
案
な
ど
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

い
る
事
と
思
い
ま
す
。
一
一
一
層
が
一
同
に

三
役
・
支
部
長

の
連
携
を
強
化

ま
ず
横
田
部
長
が
、
「
昨
年
度
か
ら

続
い
て
、
農
協
高
橋
副
組
合
長
、
蝉

第
“
回

女
性
部
通
常
総
会

活
動
内
容
の
見
直
し
も
…

ま
た
、
規
約
の
改
正
で
会
計
年
度

を
変
更
し
、
新
し
い
活
動
の
流
れ
を
作

っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
質
問
で
は
「
活
動
の
巾
で

三
役
へ
の
負
担
が
大
き
い
の
で
は
」
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
つ

β￣ 

第
四
十
四
回
Ｊ
Ａ
女
性
部
通
常
総
会
が
一
一
一
月
一
一
十
八
日
、
農
協
大
会

可

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

い
て
は
、
三
役
と
支
部
長
の
連
携
を
弦

化
し
、
活
動
内
容
の
見
直
し
を
図
っ
て

い
く
事
と
な
り
、
「
全
部
員
が
参
加
、

協
力
を
し
て
い
こ
う
」
と
の
こ
と
で
議

事
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
「
福
祉
介
護
と
の
ふ
れ

あ
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
つ
く
し
の

繩
．
蝿

ｉｉｉ 蝋職

Ｐ
可
叩

Ⅲ-

２F因

騨轆
Ⅲ「

､鷲Ii11f職

◆ 

妬９０

－
閃

鞠一 回肘

会
会
長
の
青
木
ケ
イ
氏
を
招
き
、
講
減

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

〈
平
成
九
年
度
役
員
〉

部
長
横
田
純
子
〈
高
嶺
）

副
部
長
弁
、
伊
津
子
〈
南
武
佐
）

〃
佐
々
木
美
恵
子
（
南
俵
橋
）

会
計
武
田
静
子
（
西
共
栄
）

鑑
事
筒
井
鈴
子
（
西
当
幌
）

〃
飯
島
三
子
（
当
幌
）

グノク



共進会､秋のMIX穫祭など
Ｏ／ 

多彩な行事を計画
．■①｡Ｊ●山村．．

#iiI811i小1'`脳’…ノ１Ｍ'Ｘﾌﾟｨﾉｿｦﾉ,}寵Wl雛典 第
八
回
中
標
津
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
定
期

総
会
及
び
第
十
一
一
回
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
、
一
一
一
月
一
一

十
七
日
、
農
協
大
会
議
室
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
十
八
人
、

父
母
六
人
及
び
関
係
機
関
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

P９句、

,震

騨録，
P 

でわ鰹賞ジをは事１穫協ｌ会れ識ま昭の九行行ヨく
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ﾉＬまら｜柄フエlニス襟てｌｊｉｉｌイ会児符な案つ全煙い篝し負員ら
年しばダ動クのプ談い芸モヘ堂内橘原いの憐ていい認の、
度た親｜｜ﾉｌラ全りIITま_祭の交合動棄て挨委、の仲定仲新
役･陸の券ス道ンジすな’ノ参流ｌ１ｉｌはどは拶上ｉ会寓H1証間年
員ポ改のの酷グユ・どミクⅡ会サ、う別が長貝腱との人｜鑿
に｜選確ビ農スニ多ウ、受マ審り室行のりが共授リか
つリが認デ教クア彩イ秋け｜資』ｋにな化１期に９．をら
いン行、オ室Ｉ会をンの入ス縦認てわ々ダ｜'＆卜|｝式す新
てグな酪鑑・ル１１行タ収れク神ざ審れ木ｌさｌｊ１ｉｒがるし

ｸﾞｳﾞﾛﾊ 

｛よ
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Ｉｌ決
定

，ii遠奥桜宝’|’数
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原ま
な康悠寛義展し
つ法１２丁一征入た
み。
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新入会員募集
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ｉＪＡ中標津事務局

Ｉ（家畜改良課･杉本）
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我
が
国
の
税
制
は
、
自
分
の
所
得
や

財
産
な
ど
の
状
況
を
最
も
良
く
知
っ
て

い
る
納
税
者
が
、
自
ら
税
法
に
従
っ
て

自
分
の
所
得
と
税
額
を
計
算
し
て
正
し

い
申
告
と
納
税
を
す
る
と
い
う
申
告
納

税
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
特
に
本
年

は
、
我
が
国
に
申
告
納
税
制
度
が
導
入

さ
れ
て
Ⅵ
十
年
目
を
迎
え
る
年
に
な
り

ま
す
。
税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度

の
華
水
で
あ
る
「
正
し
い
巾
皆
と
納
税
」

の
た
め
に
、
広
報
、
相
談
、
指
導
、
調
査
を

皿
じ
て
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
や
税

負
担
①
公
平
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が

あ
く
ま
で
も
申
告
納
税
制
度
の
主
役
は

納
税
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
税
務
署
で
は
、
税
理
士
会
、

青
色
申
告
会
、
法
人
会
、
間
税
会
な
ど

の
関
係
民
間
団
体
と
の
連
携
を
図
り
巻

が
ら
、
申
告
納
税
制
度
の
一
層
の
定
着

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
巾
告
納

税
制
度
を
支
え
て
い
る
税
務
関
係
の
主

な
団
体
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ｏ
税
理
士
会

税
理
士
制
度
は
、
税
務
に
関
す
る
専

門
家
と
し
て
、
独
立
し
た
公
正
な
立
場

鶴
で
納
税
者
に
対
し
比
し
い
申
告
と
納
税

が
で
き
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
に
よ
り

申
告
納
税
制
度
を
よ
り
健
全
に
発
展
さ

せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

現
在
、
全
国
で
約
六
万
二
千
人
を
超

え
る
全
税
理
士
が
、
全
国
に
十
Ⅲ
あ
る

税
理
士
会
に
入
会
し
て
、
業
務
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
各
税
理
士
会
で
は
、
会

員
に
対
す
る
指
導
、
連
絡
、
監
督
を
行
な

う
ほ
か
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
税
理
士

に
依
頼
す
る
こ
と
が
困
難
な
小
規
模
事

業
者
に
対
し
て
、
無
料
、
ま
た
は
低
い

報
酬
で
税
務
相
談
に
応
じ
た
り
、
記
帳

指
導
な
ど
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
理
士
会
で
は
、
勝
設
の
税
務

和
談
所
を
開
設
し
て
い
る
ほ
か
、
所
得

税
及
び
消
費
税
の
確
定
申
告
時
期
や
毎

年
十
一
月
の
「
税
を
知
る
週
間
」
な
ど

に
は
各
地
に
臨
時
の
相
談
所
を
設
け

て
、
簡
単
な
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
な

ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
税
制
改
正
に
関
す

る
建
議
を
行
な
っ
た
り
、
税
務
な
ｚ
に

関
す
る
論
文
な
ど
の
う
ち
、
特
に
優
秀

な
も
の
を
表
彰
す
る
な
ど
幅
広
い
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

○
日
本
税
務
協
会

ｎ
本
税
務
協
会
は
、
納
税
者
に
対
し

て
税
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
十
几
年
に

財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

←
 

ｎ
本
税
務
協
会
で
は
、
国
の
委
託
を
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
色
巾
杵
会

受
け
て
全
国
の
主
要
都
市
に
相
談
所
を
峰
税
知
識
の
普
及
や
納
税
道
義
の
高

設
け
、
税
理
士
で
あ
る
指
導
負
及
び
委
腸
の
た
め
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
会
員

嘱
さ
れ
た
税
理
士
な
ど
が
記
帳
な
ど
に
個
々
の
企
業
繁
栄
や
福
祉
増
進
な
ど
を

関
す
る
相
談
や
小
規
模
事
業
者
を
対
象
Ⅱ
指
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
な
っ
て
い

と
し
た
継
続
的
な
記
帳
指
導
を
行
な
っ
ま
ず
。

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
改
正
税
法
、
年
末
○
法
人
会

調
整
な
ど
に
関
し
、
｜
般
納
税
者
な
ど
を
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
二

対
象
と
す
る
説
明
会
や
講
習
会
を
開
催
年
に
巾
誇
納
税
制
度
が
孫
Ⅲ
さ
れ
ま
し

し
た
り
、
「
税
金
の
手
引
」
な
ど
各
種
パ
た
が
、
当
時
の
社
会
経
済
状
況
か
ら
み

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
・
配
付
す
る
な
ど
て
そ
の
制
度
の
定
着
が
懸
念
さ
れ
て
い

し
て
、
税
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
向
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
企
業
の

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

間
か
ら
自
分
達
で
、
帳
簿
の
整
備
は
も

○
青
色
申
告
会

と
よ
り
、
税
知
識
の
普
及
を
図
っ
て
企

青
色
申
告
会
は
、
青
色
申
告
制
度
が
業
経
営
の
健
全
な
発
展
に
寄
り
し
よ
う

設
け
ら
れ
た
昭
和
一
下
血
年
に
、
仙
人
と
牛
ま
れ
た
の
が
法
人
会
で
す
。
以
来

事
業
省
を
中
心
と
し
た
青
色
巾
告
者
が
各
地
に
法
人
会
が
誕
生
し
、
拠
在
で
は

集
ま
り
自
主
的
に
つ
く
ら
れ
た
団
体
で
都
道
府
県
単
位
の
連
合
会
も
含
め
全
脚

す
。
そ
の
後
、
青
色
申
告
制
度
の
普
及
に
四
百
八
十
三
会
を
数
え
、
そ
の
全
て
が

と
と
も
に
発
股
し
、
昭
和
一
一
一
十
年
に
は
社
団
化
を
達
成
し
、
会
員
数
も
約
百
一
一
一

全
同
組
織
と
し
て
傘
同
青
色
申
告
会
総
１
万
社
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

連
合
が
つ
く
ら
れ
、
現
森
で
は
、
全
国
国
組
織
と
し
て
財
団
法
人
全
国
法
人

に
約
三
千
の
収
位
会
か
あ
り
、
約
而
五
会
総
連
合
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

万
人
の
会
員
を
擁
し
て
い
ま
す
．
ま
た
各
法
人
会
で
は
、
役
員
や
経
営
肴
、

平
成
八
年
十
一
一
月
末
肌
在
で
全
国
で
三
経
理
孤
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
税
の

ｌ
七
会
が
社
団
化
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
、
研
修
会
は
も
と
よ
り
、
ボ
ラ

各
青
色
申
告
会
で
は
、
青
色
申
告
の
ン
テ
ィ
ア
析
動
な
ど
の
地
域
社
会
貢
献

特
典
な
ど
を
有
効
に
添
附
し
た
決
算
の
運
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
納
税
意
識
の

仕
方
や
税
制
改
爪
事
項
な
ど
に
関
す
る
向
上
と
企
業
経
肯
及
び
社
会
の
健
全
な

説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
ば
か
、
会
員
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
の
幅
広
い
活
動

に
対
す
る
個
別
の
記
帳
指
導
な
ど
も
行
を
し
て
い
ま
す
。

《
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水
は
、
牛
達
に
と
っ
て
と
て
も
大
切

な
も
の
で
す
。
飲
み
た
い
時
に
飲
み
た

い
だ
け
飲
め
る
状
態
に
す
る
こ
と
が
、

乳
牛
の
能
力
を
高
め
る
う
え
か
ら
も
必

要
で
す
．

給
水
を
制
限
し
な
い
で
い
つ
で
も
飲

み
た
い
だ
け
飲
む
こ
と
が
で
き
た
時
、

一
日
約
三
十
一
一
議
の
乳
量
を
搾
乳
す
る

牛
で
百
二
十
二
腿
の
水
が
必
要
で
あ
り
、

乳
量
の
多
い
牛
だ
と
も
っ
と
多
量
の
水

を
飲
む
｝
」
と
に
な
り
ま
す
．
こ
の
よ
う

に
飲
水
量
が
制
限
さ
れ
る
環
境
が
あ
る

と
、
結
果
と
し
て
産
乳
量
は
低
下
し
ま

す
．
み
な
さ
ん
の
牛
舎
で
は
、
知
ら
な

い
う
ち
に
給
水
を
制
限
し
て
い
る
こ
と

ば
な
い
で
し
ょ
う
か
？
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｉ 
⑤ お

い
し
い
「
水
」
が

乳
鬘
ア
ッ
プ

ａ
 

｜
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そ
れ
か
酷
農
家
の
進
む
道

カ
ッ
プ
か
ら
水
か
出
て
い
な
い
。
水
質

が
悪
く
て
水
を
飲
ん
で
い
な
い
。
強
い

牛
が
い
て
な
か
な
か
飲
む
順
番
が
こ
な

い
。
」
牛
達
を
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お

い
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
こ
で
お
い
し
い

水
を
卜
分
飲
ま
せ
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

｜
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
の
場
合

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
か
ら
は
、
い
つ

も
新
鮮
な
水
が
十
分
に
出
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

現
状
で
は
、
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
し
か
水

の
出
な
い
、
古
く
な
っ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー

カ
ッ
プ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
の
中
に

溜
ま
っ
て
い
る
飼
料
片
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

カ
ソ
プ
内
側
や
へ
ラ
の
裏
側
、
力
〃
フ

と
水
道
管
の
接
続
部
の
隙
間
に
こ
び
り

つ
い
た
飼
料
片
な
と
の
汚
れ
を
取
り
除

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
カ
ッ
プ
周
り
の

清
掃
は
、
定
期
的
に
や
っ
て
お
か
な
い

と
か
な
り
汚
れ
て
か
ら
で
は
き
れ
い
に

す
る
の
に
以
外
と
叶
間
が
か
か
る
も
の

で
す
。

二
、
水
槽
の
場
合

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
や
パ
ド
ッ
ク
な
ど

伊、
｡ 

に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
榊
も
同
様
に
、

飼
料
片
・
ワ
ラ
や
糞
蜜
ど
が
混
入
‐
）
て

い
な
い
か
、
定
期
的
に
掃
除
す
る
な
ど

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

地
熱
利
川
式
の
水
槽
は
浮
き
玉
に
よ

っ
て
汚
れ
が
几
え
な
い
た
め
、
食
べ
か

す
が
溜
ま
っ
て
腐
敗
し
、
飲
水
量
を
減

ら
し
て
い
る
場
什
も
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
に

「
飲
小
量
が
制
限
さ
れ
や
す
い
畔
間
帯

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
牛
達
の
飲
水
行
動
は
、
、

種
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
集
中
す
る
時

間
帯
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
）
の
時
間

帯
に
Ｉ
分
葱
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か

が
、
宝
典
巻
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

飲
水
行
動
が
集
巾
す
る
時
間
稲
に
、
牛

達
が
十
分
に
水
を
飲
ん
で
い
る
か
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
水
は
、
斗
達
に
と
っ
て

非
常
に
大
切
な
飼
料
と
い
え
ま
す
。
水

の
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
れ
ば
産
乳
量
低
下

に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
新
鮮
を
お
い
し
い
水
が
目
川
に
飲
め

る
環
境
作
り
」
が
、
こ
れ
か
ら
よ
り
高

い
産
乳
批
ァ
〃
プ
を
Ⅱ
指
す
酪
農
家
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

ﾌﾞﾍﾞﾌﾟ’ 



雪
融
け
も
す
す
み
、
芙
し
い
単
花
が

庭
先
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
の
が
、

待
ち
遠
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
美

し
い
花
々
は
農
作
業
で
の
擁
れ
を
い
や

し
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
で
す
。

今
ま
で
佗
の
闇
を
職
人
し
て
い
た
人

は
、
今
年
こ
そ
自
分
で
術
を
育
て
て
み

ま
せ
ん
か
？
。

『
花
壇
を
美
し
く
見
せ
る
に
は

ブ
ロ
ッ
ク
や
丸
太
な
ど
で
花
壇
を
縁

取
り
し
、
花
色
は
三
～
笂
色
、
花
の
種

類
は
五
～
六
種
を
め
ど
に
同
じ
色
を
二

十
～
四
十
本
ま
と
め
て
植
え
る
と
、
美

し
い
佗
壇
に
仕
上
が
り
ま
す
。

暮叺の

二
、
自
分
で
で
き
る
苗
づ
く
り

①
は
種
七
の
準
備

異
化
汎
坤
赤
ｆ
七
一
二
曲
ピ
ー
ト
モ
ス

ｚ
の
剣
へ
川
で
配
合
し
た
皿
気
性
・
保
水

性
の
良
い
士
（
ま
た
は
庭
土
Ｌ
ｐ
腐
葉

ｔ
川
）
を
、
紺
ま
た
は
ビ
ニ
ー
ル
ポ
ソ

ト
な
ど
に
入
れ
て
、
は
種
前
日
に
－
分

湿
ら
せ
て
お
き
ま
す
．

②
種
ま
き

Ｏ
ば
ら
ま
き
…
平
均
に
ば
ら
ま
く
方
法

で
細
か
い
種
に
む
き
ま
す
。

ｏ
す
じ
ま
き
…
板
や
指
で
深
さ
一
罹
位

の
溝
を
つ
く
り
、
種
が
重
な
ら
な
い

よ
う
に
ま
く
方
法
で
、
間
引
き
や
移

植
が
し
や
す
く
や
や
大
き
い
種
に

錦
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か三ぜ上すし｜､１場か、を芽上種種ま時いく

ら
守
り
ま
す
ｃ

移
植
後
十
Ⅱ
位
で
活
着
す
る
の
で
、

小
粒
の
化
成
肥
料
二
～
四
粒
を
繭
の
周

り
に
置
き
ま
す
。

本
葉
七
～
八
枚
で
芽
光
を
摘
み
、
脇

芽
を
増
や
し
根
張
り
を
充
実
さ
せ
ま
し

ょ
う
Ｃ

花
壇
に
む
く
花
の
栽
蠕
暦
を
参
考
に
、

苗
作
り
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

好光1M雪種子と嫌光性種子芽摘みする花魁しない花

花

つ
仁

草堂（切り花用．
、コリンシア、
リナリア、姫金
ローダンセ、
ア・トリコロー
や二うあおい、
－トピー、ジニ
ジニア・リネア

，日々草、サル
、マリーゴール
フレンチなど

金魚草（
高性)、．
宿根リナ
魚草、ロ
ギリア・
ル、じゃ：
スイート

ア、ジニ

リス、日
ビア、マ
ド・フレ

芽摘みする
花

金魚草、コリウス、ジギ
タリス、プリムラ、マラ
コイデス、ペチュニア、
ベゴニア

好光性
種子

けいとう、ジニア龍千鳥
草、デルフィニウム、ニ

ゲラ（〈ろだね草)､葉げ
いとう、花菱草（カリフ
ォルニアポピー)､忘れな

嫌光性

種子

デルフィニゥム、ジ

ギタリス､ルピナス、
沢ききょうなど

芽摘みをしな
い１本立ちの
翻裟きの花

二三

グ學

草花名

好光性

種子

金魚草、；
タリス、プ
‐Ｔデイ

ベゴ

デス、

ｺﾞｰ,ア

リウス、ジギ
リ
ンへ〈

ムラ、マ･フ

チュ．名ア、

嫌>fj1llI己

種子

鳥二げうな千、葉りれ魁ム、入力忘アウー早く、入ニニね草一ジイだ葬一ピ、フろ花ポうルく、アとデくう二い、ラとルけ芦・ゲいオ童

芽摘みする
花

金魚草（切【ｊ花用・
高性)、二]:ノンシア、
宿根Iルーリア、姫金
魚章、ニーダンセ、
ギリア・トリ：：ロー
ル、じゃこうあおい、
スイートピー．、ジニ
ア、ジニア・リネア
リス、日々草、サル
ビア、マリ－．ゴール
ド・フレンチなど

デルフィニ:ンム、ジ
ギタリス､ルピナス、
沢ききょうなど



へ

臺
銅
鋼
（
中
堅
職
員
）
研
修
会
の
受
講

経
営
相
談
課
長
渕
豊
・
生
活
店
舗
課
今
井
敏
一

中
堅
職
員
研
修
会
に
全
道
各
地
の
』
共
販
体
制
を
確
汀
一
し
、
更
に
付
加
価
値

Ａ
よ
り
同
志
四
十
九
人
が
参
加
し
、
汀
を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
加
Ｌ
事
業
を

別
の
北
海
道
農
業
協
同
組
合
学
校
に
於
展
開
し
、
独
自
の
流
通
網
を
開
拓
し
て

い
て
、
一
月
卜
六
Ｒ
か
ら
一
一
一
月
十
几
Ⅱ
行
く
収
組
み
姿
勢
と
常
Ⅱ
姉
（
の
職
旦
、

ま
で
の
期
間
、
協
同
組
へ
川
の
理
念
、
農
組
合
員
の
研
修
を
怠
ら
ず
、
海
外
や
他

協
の
各
事
業
の
基
本
的
な
概
要
と
農
協
企
業
へ
の
様
々
な
弛
ま
な
い
努
力
を
し

の
抱
え
て
い
る
組
合
員
離
れ
や
後
継
者
て
い
る
取
組
み
が
印
象
に
残
り
、
ま
た
、

対
策
、
合
併
問
題
な
ど
を
中
心
に
学
ん
今
、
我
々
の
地
域
に
と
っ
て
取
り
込
ん

で
参
り
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の
長
期
に
で
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
業
展
開

わ
た
る
研
修
は
、
私
達
に
と
っ
て
最
後
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
川
修
を

の
研
修
と
思
い
、
ま
た
職
場
も
忙
し
い
迦
卜
〕
全
道
の
ｊ
Ａ
の
多
く
の
仲
間
と
知

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
艮
く
送
り
リ
ム
Ⅱ
、
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
を
築
け
た
事

出
し
て
く
れ
た
仲
間
の
た
め
に
も
必
死
は
最
大
の
成
果
で
あ
り
、
今
後
必
ず
仕

で
奴
組
む
姿
勢
で
研
修
し
て
参
り
ま
し
事
に
活
か
せ
る
し
｜
思
い
ま
す
・
こ
れ
か

た
。
我
々
は
講
議
を
通
じ
、
ま
だ
ま
だ
ら
の
農
業
情
勢
は
向
田
化
、
新
食
料
法

未
熟
な
点
を
痛
感
し
、
総
什
事
業
を
行
施
行
、
規
制
緩
和
な
ど
、
厳
し
い
事
は

な
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
の
有
意
性
を
改
め
て
→
｜
｜
、
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に

喪
感
し
そ
れ
を
活
か
し
た
事
業
展
開
、
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
農
業
の
姿
を
目
脂

地
域
と
の
係
わ
り
な
ど
、
我
々
の
Ｊ
Ａ
し
消
費
者
、
国
民
に
農
業
に
対
す
る
理

マ
ン
と
し
て
の
仕
事
力
展
開
の
あ
り
方
、
解
を
頂
け
る
様
、
藤
蒙
す
る
事
が
今
後

各
課
と
の
横
の
縦
が
り
の
重
要
性
に
つ
様
々
な
事
業
展
開
を
す
る
上
で
も
重
要

い
て
再
認
識
致
し
ま
し
た
。
ま
た
税
地
を
課
題
で
あ
り
、
農
業
、
Ｊ
Ａ
の
使
命
で

研
修
で
は
富
艮
聯
市
農
協
を
祝
察
し
、
あ
る
事
を
実
感
致
し
ま
し
た
。
今
回
の

稲
作
か
ら
畑
作
へ
の
大
担
な
経
営
転
換
研
修
で
習
得
し
た
知
識
と
前
向
き
な
琴

を
来
た
し
、
農
政
保
護
依
存
主
義
的
農
え
方
で
大
き
な
目
標
を
持
ち
チ
ャ
レ

業
（
生
産
肴
優
先
主
義
）
か
ら
い
ち
平
く
ン
》
ン
し
、
仕
事
に
役
立
て
て
行
き
ま
す
。

脱
却
し
、
農
産
物
の
一
元
集
荷
、
共
選
、

●
定
年
退
職

参
雫
澤
田
哲
朗

（
後
任
人
事
決
定
ま
で
嘱
託
勤
務
）

農
産
係
長
松
尾
和
夫

新
職
員
紹
介

～し

蝦名菊美
金lAlIl共i芥lK1MtlWlIl係

吉川直美小田直紀
管理屯算jiM雛iiil係杵FK1E涼i1ILfIm係

肉
牛
セ
ン
タ
ー
係
渡
辺
邦
夫

●
退
職

店
舗
係
朧
職
員
横
田
災
代
志 鍋;Iil1Iiiiiilii,,、

平
成
九
年
四
月
一
日
発
令

新
採
用
職
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■～ 

： ﾏﾆ 

一木千春[Mii職此
’1縮1,1;nllj,;IILl`Ii緬係

原田靖貴[准職釦
営腱巌｜:｢MIL総rllllW係

石崎志帆(准恥比
金融共済`iWUL満,係

ズケ



花壇づくりにチャレンジ
女性部フレッシュミセス花壇づくり講習会〔１－、

８月17曰(月)|乙女11生部フレッシュミセスで､花壇づくり講習会を開|崖
いだしましだ。

言及センター．福井あつ子生改の指導て花壇様式と花の組み合せ方、
苗づくり、花の種類などまず基本となる事をお話ししていただきましだ。
参加の皆さんは、春|ご向けて、少しずつ花壇づくりに取り込如でいこ
うと真剣に話しを筒いていました。合後も女性部では花づくりや庭づ
くりについて講習会を行なっていきたいと考えています。

てん菜育苗プラント
稼働を開始

4Ｆ、

流れ作業のポ､,'卜作(」

て如菜のポット苗作りか、Ｓ円12曰か

ら、震協てん菜雪麓センターで始まりま

しだ。

合年のて/U菜作付面積は､約200へクタ
ールで２週間の操業期間中､約１万200冊

のポット苗か作られましだ。

プラント作業場では、コンベヤーなど

の機械音が響く中、手'|貫価尼人達の手に

より手際良くポット作いか行なわれ、５

目上曰には畑|ご植えられる事でしょう。

ﾌﾟﾉﾀ、



俵橋､当幌混合チームカ纒勝農協青年部ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ交流会
Ｓ月11曰、町１本菅館を会場に農協青年部レク

リエーション委員会企画による、ソフトバレー
交流会が行なわれました。

菫曰の参加青は19人と少なく､当初予定して
い匠各安部対抗戦か出来なくない壱えだあげ

＜１チー△６人のとこう、４人に変え各安部混
合の４チームによるリーワ戦となりました｡
試合は白熱し厄プレーが続き、１３対○から大

逆露勝利可るなどサーブ、ブロッフ、スパイク
それぞれ好プレーか見られましだ。 liiIlIlilIiiiiiiiillLui 、

好プレー.珍プレーの連識 強烈なスパイクが決まる

青年ヘルパー
研修

酪農ヘルパー利用組合

縁･a

Ｓ月18曰から20曰にかけ、組合員後継者①言圧へルハ

ー研修か１１U|滉市、北海道農業担い手育成tフンターで行な
われましだ。

担い手育成センターは、平成７庁９月に設立され、新

規就震書に対する相談、あつせ/U・資金貴'す、研|参、人
材育成の取り組みなどの講演を受けましだ｡講演終了後、

座談会を行ない、センターに対己る憲貝、舅冑などに答

えてもらい大蛮有意義な研修となりましだ。

ダフ’



平成Ｓ年度

町営牧場夏期放牧
希望牛の取りまとめ

第15F|役員協議会

馬鈴しょ耕作者全体会議

後継者対策講旗会

肉牛振興会役員会

生産委貝会

庭づくり講習会

第５ln1管理購買委員会

営農委員会

酪農へルパー役璽会

女性部通常総会

馬鈴しょ振興会役員会

第171''１理事会

棚卸し監査

３日

〃

５「［

６１－１ 

１７日

〃

l811 

191-l 

24n 

281」

〃

2911 

３１k 

下記のとおり開陽台牧場の入牧を予定しております

ので、八枚を希望される農家は中標津町役場農林課畜

産係、または町営牧場までご連絡願います。

●入牧受入れ牧場

中標津町開陽台牧場

●取りまとめ期日

平成９年４月１８日(金)まで

２段=、

詳しい案内については、中標津町役場農林課畜産係

または町営牧場までご連絡願います。

・農林課畜産係

電話Ｓ－Ｓ１１１ＦＡＸＳ－５ＳＳＳ

●開陽台牧場

電話４－２２６８．ＦＡＸ４－２２ＳＳ

第50回

通常総会のお知らせ
`￣ 

組合に結集し、

協同の力を発揮しましょう

第5011'１１|'標津UlT農業脇|可組合通

常総会が、平成９年４)]30日㈱、

Ｉｌｌ標1脚１丁「寿宴」を会場に午li(１９

時から受付、''二前10時|+|i会いたし

ます。

春の農作業など忙しい日々の事

とは存じますが、ポⅡ什員ﾔｻﾞ様のｌ１Ｉ，

IWrをおi:『ちl:｜'し｣こげます。

●発行･中標澤町農業協同組合ｏ編集･経営企画課組織広報係'23275●発行月日・平成９年４月10日 プ,「


